※志願者は、点線の上の必要事項を記入してから、過去に在籍していた（退学年月日の最も新しい）高校等に記入を依頼してください。

	氏　 名
	
	生年月日
	昭和・平成　　　　年　　　月　　　 日　生

	現住所
	〒
	電 話
	（　　　　　　）

	学校名
	　　　　　　　　都道府県　　　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　　　平成・令和 　　　　　年　　　　　月　退学



東京都立世田谷泉高等学校長　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　※裏面「記入上のお願い」を参照の上、御記入ください。
単位修得証明書・成績証明書　（高等学校・高等専門学校）

	学　籍　の　記　録

	ふりがな
氏　　名
	性別
	
	生年月日
	昭和・平成　　　　年　　　月　　　　日 生

	これまでの経歴
	平成・令和　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校・高等専門学校　　　　　　　　課程　　　　　　　　　科　入学

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	（休学）　平成・令和　　　　年　　　　月　　　　日　　～　平成・令和　　　　年　　　　月　　　　日　　事由（　　　　　　　　　　　　　　　）

	各　教　科　・　科　目　の　学　習　の 記　録

	教科
	科　目
	１学年(　　　年度)
	学年(　　 年度)
	学年(　　 年度)
	学年(　　 年度)
	備　考

	
	
	評定
	修得単位
	評定
	修得単位
	評定
	修得単位
	評定
	修得単位
	

	国
語
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	地理歴史
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公民
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	数学
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	理科
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	保体
	体  育
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	保  健
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	芸術
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	外国語
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	家庭
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	情報
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	人 間 と 社 会
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	総合的な探究（学習）の時間
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	修得単位数の合計
	
	
	
	
	

	
この「単位修得証明書・成績証明書」の記載事項は、事実と相違ないことを証明する。
学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　　月　　　　日
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　　話　　　　　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　
校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公印　　　　記載者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	






記 入 上 の お 願 い
1　出願資格
願書提出時（２月）に高等学校及び高等専門学校（以下「高校等」という）に在籍（休学を含む）している生徒は本校への出願資格はありませんので、その場合にはこの単位修得証明書・成績証明書の発行を行わないでください。

2　複数校在学経験者の扱い
本人が貴校以前に他の高校等の在籍経歴のある場合は、本証明書のすべての項目について、その学校での記録も必ず御記入ください。（なお、その学校の指導要録などがない場合は、恐縮ですが取り寄せて作成してください。）

3 各項目欄について
(1)「学籍の記録」欄
高等学校等に在籍していたすべての期間、および　貴校退学年月日を忘れずに御記入ください。
休学がある場合は（休学）欄に、その期間と理由を御記入ください。
〈記入例〉
	これまでの経歴
	平成２７年　４月　１日○○県立　　　△△高等学校　　　　　　　全日制課程　　　　　電子科　　　　入学

	
	平成２８年　３月３１日○○県立　　　△△高等学校　　　　　　　全日制課程　　　　　電子科１年　　退学

	
	平成３０年　４月　１日東京都立　　　□□高等学校　　　　　　　定時制課程　　　　　普通科２年　　編入学

	
	令和元年１０月３１日東京都立　　　□□高等学校　　　　　　　定時制課程　　　　　普通科３年　　退学

	
	

	
	（休学）令和元年　４月　１日　　～令和元年　９月３０日　事由（病気療養のため　　　　　　　　　　　　　　）



(2)「各教科・科目の学習の記録」欄
①在籍したすべての年度（原級留置した年度を含む）にわたって記入してください。
ただし、学年進行中の中途退学の年度は、記入の必要はありません。
②前在籍校、前々在籍校がある場合も同様に記入してください。
③評定は、5段階の数値で記入してください。評定「1」は、未修得です。
④教科名、科目名が異なる場合や欄が不足する場合は、適宜訂正・加筆してください。
⑤特別活動とホームルーム活動（HR）の単位は算入せず、修得単位の合計にも含めないでください。
また、修得単位がない場合には、必ず“０”とご記入ください。
⑥修得単位数の合計が０の場合、この単位修得証明書・成績証明書の代わりに、高等学校等に在学したことを証明する書類に換えることができます。
⑦修得見込み単位数を算入させないでください。
⑧原級留置の場合、該当年度の修得単位数の合計が０でなく、幾つかの科目が修得している場合があります。
御注意ください。
⑨入学後の貴校から送付の指導要録の写しと、この単位修得証明書・成績証明書の修得単位数の記載が一致する必要がありますので、十分な御確認をよろしくお願いします。

(３)最後の証明欄の校長名の隣には公印を押し、記載後は、厳封して本人にお渡しください。

4　その他
本校所定の「単位修得証明書・成績証明書」の記入が不可能である場合は、その事情を明らかにした書類とともに、在籍高校等すべての参考となる資料を同封し、本人にその旨を通知の上、お渡しください。
　修得単位数の合計が０でない出願者が合格して本校に入学した場合、改めて本校入学者の貴校の指導要録の写しの送付を依頼致しますので、御協力をお願いします。

以上よろしくお願いいたします。
なお、御不明な点のお問い合わせは
東京都立世田谷泉高等学校　　　03-3300-6131　副校長　　にお願いいたします。


